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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月30日(2009.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動き補償予測を用いて動画を表すビデオ信号を符号化するための方法において、
　ビデオ信号の連続する複数のフレームを受信するステップと、
　上記ビデオ信号の１つのフレームを、上記ビデオ信号の参照フレームを用いて符号化す
るステップと、
　上記参照フレームの各副画素位置の値（ｐＳＰ（ａ，…，ｏ））を、上記各幅画素位置
に対して設定された各二次元フィルタ係数セットを有するフィルタを用いて解析的に計算
するステップとを含む動画を表すビデオ信号を符号化するための方法。
【請求項２】
　上記各副画素位置（ａ，…，ｏ）に対して各等式セットを求めるステップをさらに含む
請求項１記載の方法。
【請求項３】
　現在の副画素位置に対する対応する整数画素位置の距離について、二次元フィルタ係数
を等しく設定するステップを含む請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　上記フィルタ係数を符号化するステップを含む請求項１乃至３のうちのいずれか１つに
記載の方法。
【請求項５】
　上記複数のフィルタ係数を符号化するステップは時間的予測を用い、
　前の画像のために用いられた第２のフィルタ係数に対する第１のフィルタ係数の差分は
送信される請求項４記載の方法。
【請求項６】
　フィルタ係数に適用される符号化は空間的予測であり、
　上記空間的予測は、
　上記ビデオ信号の統計学的特性の対称性を利用するステップと、
　第１の副画素のための二次元フィルタ係数のフィルタ設定のインパルス応答を補間する
ことにより、第２の副画素の上記二次元フィルタ係数を予測するステップとを含む請求項
４記載の方法。
【請求項７】
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　一次元フィルタ係数を有する標準的な表現形式のフィルタを、対応する二次元形式のフ
ィルタに置き換えるステップをさらに含む請求項１乃至６のうちのいずれか１つに記載の
方法。
【請求項８】
　上記二次元フィルタ係数は、固定の係数を有するウィーナフィルタのためのフィルタ係
数である請求項１記載の方法。
【請求項９】
　上記二次元フィルタは多相フィルタである請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　複数のフィルタ係数セットが１つの画像のために提供され、
　上記方法は、どのフィルタが用いられるべきかを指示するステップを含む請求項１乃至
９のうちのいずれか１つに記載の方法。
【請求項１１】
　上記領域はマクロブロックであり、上記指示するステップは各マクロブロックについて
パーティションＩＤを示す信号を送信することを含む請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　上記領域はスライスである請求項１０記載の方法。
【請求項１３】
　動き補償予測を用いて動画を表すビデオ信号を符号化するための方法において、
　ビデオ信号の連続する複数のフレームを受信するステップと、
　上記ビデオ信号の１つのフレームを、上記ビデオ信号の参照フレームを用いて符号化す
るステップと、
　各副画素位置の値を、最適化基準の適応的な最小化により、独立して計算するステップ
とを含むビデオ信号を符号化するための方法。
【請求項１４】
　上記計算するステップは、上記参照フレームの各副画素位置の値（ｐＳＰ（ａ，…，ｏ
））を、上記各幅画素位置に対して設定された各二次元フィルタ係数セットを有するフィ
ルタを用いて解析的に計算することを含む請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　上記最適化基準はレート歪み測度に基づく請求項１３又は１４記載の方法。
【請求項１６】
　上記最適化基準は予測誤差エネルギーに基づく請求項１３又は１４記載の方法。
【請求項１７】
　上記予測誤差エネルギーの導関数を計算するステップをさらに含む請求項１６記載の方
法。
【請求項１８】
　現在の副画素位置に対する対応する整数画素位置の距離について、二次元フィルタ係数
を等しく設定するステップを含む請求項１４乃至１７のうちのいずれか１つに記載の方法
。
【請求項１９】
　上記フィルタ係数を符号化するステップと、
　時間的予測を用いるステップとを含み、上記前の画像のために用いられた第２のフィル
タ係数に対する第１のフィルタ係数の差分は送信される請求項１３乃至１８のうちのいず
れか１つに記載の請求項記載の方法。
【請求項２０】
　上記フィルタ係数を符号化するステップを含み、上記フィルタ係数の符号化は空間的予
測であり、
　上記空間的予測は、
　上記ビデオ信号の統計学的特性の対称性を利用するステップと、
　第１の副画素のための二次元フィルタ係数のフィルタ設定のインパルス応答を補間する
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ことにより、第２の副画素の上記二次元フィルタ係数を予測するステップとを含む請求項
１３乃至１８のうちのいずれか１つに記載の請求項記載の方法。
【請求項２１】
　ビデオ信号を符号化しかつ復号化するための方法において、
　符号化方法の構文における適応フィルタフラグを提供するステップを含み、上記適応フ
ィルタフラグは、所定のフィルタが用いられているかどうかを指示することに適する方法
。
【請求項２２】
　フィルタ係数又はフィルタ係数セットを送信すべき副画素を選択するステップを含む請
求項２１記載の方法。
【請求項２３】
　上記選択された副画素について、第１のフィルタ係数セットの第２のフィルタ係数セッ
トに対する差分を決定するステップと、
　上記差分をエントロピー符号化するステップとをさらに含む請求項２２記載の方法。
【請求項２４】
　上記適応フィルタフラグは、上記符号化方法の画像パラメータセットのローバイトシー
ケンスペイロード構文に導入される請求項２１乃至２３のうちのいずれか１つに記載の請
求項記載の方法。
【請求項２５】
　現在のマクロブロックに適応フィルタが用いられていることを、上記符号化方法の構文
におけるフラグにより指示するステップを含む請求項２１乃至２４のうちのいずれか１つ
に記載の請求項記載の方法。
【請求項２６】
　動き補償予測を用いて動画を表すビデオ信号を符号化するための装置において、
　ビデオ信号の連続する複数のフレームを受信するための手段と、
　上記ビデオ信号の１つのフレームを、上記ビデオ信号の参照フレームを用いて符号化す
るための手段と、
　上記参照フレームの各副画素位置の値（ｐＳＰ（ａ，…，ｏ））を、上記各幅画素位置
に対して設定された各二次元フィルタ係数セットを有するフィルタを用いて解析的に計算
するための手段とを備える動画を表すビデオ信号を符号化するための装置。
【請求項２７】
　動き補償予測を用いて動画を表すビデオ信号を符号化するための装置であって、
　ビデオ信号の連続する複数のフレームを受信するための手段と、
　上記ビデオ信号の１つのフレームを、上記ビデオ信号の参照フレームを用いて符号化す
るための手段と、
　各副画素位置の値を、最適化基準の適応的な最小化により、独立して計算するための手
段とを備えるビデオ信号を符号化するための装置。
【請求項２８】
　請求項１乃至２５のうちのいずれか１つに記載の方法に従って符号化されている符号化
されたビデオ信号を復号するための方法。
【請求項２９】
　請求項２８記載の方法を実行する手段を備えた、符号化されたビデオ信号を復号するた
めの装置。
【請求項３０】
　スケーラブルビデオに適用されている請求項１乃至２５のうちのいずれか１つに記載の
方法。
【請求項３１】
　１つのレイヤ又はレイヤのセットのために独立したフィルタセットが用いられ、上記レ
イヤは空間的及び／又は時間的分解によって決定される請求項３０記載の方法。
【請求項３２】
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　第１のレイヤのためのフィルタセットは第２のレイヤのためのフィルタセットから予測
される請求項３１記載の方法。
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